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【職場紹介】当部署は専門性が高く、技能・知識の面で特定の職場を極めてきた
背景があります。私たちの熱処理も同様で炉の中が見えないため専門知識でカ
バーしてきました。炉の特徴は各ゾーンで温度が異なることです。一週間の流れ
は[日曜日夜]タイマーで昇温(無人)→[月曜日朝7:30～]稼働準備作業(始業)→以
降は金曜日まで止まらず生産をしています。今回はこの「昇温」と「稼働準備作
業」の総称『立ち上げ作業』に取り組みました。

【サークル紹介】サークル評価:3.0のBランク 今テーマでの目標を課内No.1の継続
と策定。テーマ直前にベテランTLが転籍し、チーム力の低下が懸念。この状況に
対処するべく、職制が7年ぶりのテーマリーダーに就任。活動に際し、若手にサ
ポートを仰ぎながら4つの挑戦(1.若手への挑戦 2.高いレベルへの挑戦戦 3.他
サークルとの挑戦 4.直間力強化への挑戦)を掲げました。

【会社紹介】弊社は愛知県豊田市を中心に11の工場が点在し、私たちの勤務する
本社工場は創業者豊田喜一郎が唯一在籍した工場でもあります。『品質は工程
で作り込む』を合言葉に1938年に創業以降当時の跡地 石段を現存させ、その思
想を受け継いでいます。

『技能が支える技術の進化　世界へ発信フェーズイン本社』をスローガンに本社
工場から支援・情報発信を担っています。工場概要は以上の通りで、私たちは鍛
造に所属しており、中でも熱処理を行っています。
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連関図からアプローチに悩んでいたテーマリーダーに商品企画の7つ道具を提
案。※本来は新商品開発のためのツールとしてお客様に商品を届けるための発
想として利用しますが今回は・お客様=サークルメンバー・商品＝職場環境と応
用。テーマの流れに沿って①インタビュー調査 ⑥コンジョイント分析の6つを活用
⑦品質表はテーマと沿わないと判断し割愛。メリットは固有スキルを必要とせず
導入が図り易いこと。１.インタビュー調査では温度保持について疑問が多数あり
ました(前頁連関図解ったこと1.疑問点が解消されない取組)

【攻め所の明確化】年休取得率低下要因を調査するため月曜日の立ち上げ作業
に注目し、業務を独自指標:難易度×重要度で評価すると同作業が最も高難易度
でした(図2)一人工未達者の習熟度を認すると立ち上げ作業の習熟が進んでいま
せん(図3)そこで連関図(図4)で習熟へのアプローチを探索し、わかったこととして1.
疑問点が解消されていない 2.指導をためらっているがあげられました。攻め所の
全体特性を立ち上げ作業の習熟度25％に決めました。

【テーマ選定】人数の減少に伴い、ベテランの割合も減少中(図1)しかしQC活動の
活発化によって昨年度は大きな成果を挙げました。そこでテーマ開始前にサブア
ドバイザーから1.幅広い目線 2.強みの共有をアドバイスとしていただき独自のマト
リックスを作成(図2)双方の強みを活かせる『習熟計画の迅速化』に着目しました。

手順の選定で課題達成型を採用。課題の先取りの背景ですが、多能工育成への
変革期を迎えており(図4)、自職場では新人作業者が増加中(図5)。経験の浅いメ
ンバーが多くいます(図6)。人材育成計画に対しては計画に沿った育成はできて
いますが、各直で一人工未達の状況(図7)。未達による影響ではTL(チームリー
ダーの略)が希望日に年休を取得できていません(図8)。そのため早期習熟が必
要と判断し、ありたい姿を明確にして働きやすい職場構築のために習熟計画の迅
速化に取り組みます。

2.アンケート調査ではformsを用いて意見を聞き取り。温度保持については90.2％
が理想との差があると回答し、因子については「温度保持時間」と「温度上昇の適
正化」に回答が集約。ポジショニング分析を実施し目標レベルを視える化。図示す
ることで理解しやすくなりました。

実際の過去データを調査すると全ゾーンで温度保持が発生しています。

【5.テーマ選定①】 【6.テーマ選定②】

【7.攻め所の明確化1①】 【8.攻め所の明確化②】

【9.攻め所の明確化③】 【10.攻め所の明確化④】



前項のデータをまとめると目標に対して33時間40分のギャップがありました。ここ
で石川馨奨励賞受賞経験のある他部署の仲間から『温度保持と習熟の関係性が
不明確』との助言をもらいました。一度立ち返りマンダラートを活用して温度保持と
習熟の関係性を整理(図16)。結論:温度保持時間を低減する背景にはあらゆる知
識向上が作用しており、習熟度向上にも期待ができるとわかりました。

攻め所選定シートにまとめ、攻め所を『保持時間改善による習熟度の向上』に決
定。

目標を以上のように設定。テーマ期間中に全国大会で発表。石川馨奨励賞授賞
式での参加だったMeisterサークルさんと同行し、課題達成型のテキストを共有し
てもらいました※この大会で当サークルも体験事例優秀賞を頂き、石川馨奨励賞
を受賞しました。活動計画では約束事を設けて課題達成・若手の知識向上を最優
先に考えました。

【方策の立案】☆今テーマの見どころです
4.アイディア発想法としてテキストからビジュアルコネクション法を学習。この手法
は写真をみて感じた印象をテーマと連結する手法です。イメージは連想ゲーム。
メリットとして通常の思考の枠から抜け出す助けになります。今回は『温度保持を
短くしたい！』をテーマとし4枚の写真(写真①花火　写真②キリン　写真③大谷翔
平　写真④タイの仏像)から意見出しを行いました。

5.アイディア選択法として方策展開型系統図で精査。今回はQCD＋PSMEの7項
目で評価をし、予想効果・副作用の検討を詳細まで行いました。

【成功シナリオの追求】障害の予測と排除をテーマごとにPDPC法を用いて実施。
期待効果の予想をまとめたワークシートも作成して障害事項を把握し、排除しな
がら更なる追求を進めます。

【11.攻め所の明確化⑤】 【12.攻め所選定シートにまとめ】

背景にはあらゆる知識向上が作用→習熟度に期待できる

【13.目標設定】 【14.方策の立案】

【15.方策の立案②】 【16.成功シナリオの追求】
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6.コンジョイント分析 シナリオ案の検証①：昇温と並行して実施  若手からの疑問
があり、ガスと温度の勉強会を開催。立ち上げ作業は安全を考慮して900℃付近
まで待機してから行っています。前頁障害予測をビジュアルコネクション法から得
た発想で転換。700℃まで下げても安全であることが判明しました。しかし今の状
態では700℃に昇温するのは始業時間(7:30)より早く早出対応が必要になります。
制約条件に反しますので再検討が必要です。

シナリオ案の検証② 　横軸をスタートからの時間に変えて再考察。表にまとめて
昇温時間の概要を把握しました。ここで炉の構造について勉強会を開催(説明者:
チームリーダー) 配置と温度の関係性からグループに分け、グループごとに表(図
2～図4)にまとめることでそれぞれの最適条件が明確になりました。

成功シナリオの実施　習熟に向けた活動を計画。対策の実施においては、各ゾー
ンを適切な昇温時間に変更し、稼働準備作業を並行できるようになりました。ま
た、工夫のポイントとして最も危険な爆発の防止措置を構築し、ミスを経験や知識
のせいにしない対策を講じました。

有形効果の確認　保持時間を23時間10分低減し、一人工レベルには及びません
でしたが、習熟度も大幅に向上。将来のありたい姿に貢献できました。不随効果と
してTL全員がテーマ前より休みやすさを実感しています。

無形効果の確認　QC手法と専門知識がアップ。QC活動を通じた他部署のサーク
ルさんとの連携もあり、Y軸側にも効果が表れ、課内No.1を継続できました。今
テーマの反省から『炉内構造の詳細を知りたい』との意見があり、今後の取り組み
として炉内模型の作成を行っています。

有形効果の確認　多能工育成に向けて人の入れ替わりに対応できるよう意識し
ました。また、周知徹底として技術員室との再確認を実施しました。最後に、今
回、商品企画の7つ道具を活用した事例になったことで活動の幅が広がったと感
じています。今後は、私たちのサークルが他サークルさんとの交流で成長できた
ように、交流を深めお互いが成長し、レベルアップに貢献できるようなサークルを
目指し活動していきます。

【17.成功シナリオの追求②】 【18.成功シナリオの追求③】

【19.成功シナリオの実施】 【20.有形効果の確認】

【21.無形効果の確認】 【22.標準化と管理の定着】


